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V344a X線天文衛星代替機 (XARM) 搭載の軟X線分光器 Resolve の検討状況
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X線天文衛星代替機 (XARM; X-ray Astronomy Recovery Mission) は、「ひとみ」衛星のリカバリーミッショ
ンであり、最短で 2020年度の打ち上げを予定している。XARM に搭載される軟X線分光器 Resolve は、「ひと
み」の SXT-S (Soft X-ray Telescope) と SXS (Soft X-ray Spectrometer) に相当し、焦点距離 5.6 m の多重薄
板X線望遠鏡と、50 mK の極低温に冷却した 6×6 アレイの半導体温度計マイクロカロリメータを組み合わせた
ものとなる。「ひとみ」は 2016年 2月に打ち上げられ、SXS は軌道上で半値全幅 ≃ 5 eV のエネルギー分解能
を実現し、ペルセウス座銀河団や Crab パルサーを含むいくつかの天体を観測したが、同年 3月末に軌道上で不
具合が発生して運用の継続を断念した。XARM Resolve は、原則として「ひとみ」SXT-S と SXS の再製作と
なるが、「ひとみ」の教訓を精査した結果、いくつかの設計変更が検討されている。例えば、機械式冷凍機の擾
乱アイソレータへのロンチロックの追加や、デブリでフィルタに穴が空いた場合の光漏れ対策のバッフルの追加
などが検討中である。また、「ひとみ」SXSは軌道上で真空断熱デュワー開口部のゲート弁を閉めたままであり、
∼ 260 µm 厚のBe窓ごしの観測しかできなかった。ゲート弁を開けた後の電磁干渉などによる性能劣化の可能性
やその対策についても検討がされている。本講演では、これら XARM Resolve の検討状況について報告する。


